
 

　徳島小松島港開港７０周年
　　開港とは、関税法第２条において、貨物の輸出入並びに外国の貿易船の出入港が政令に
　よって許されている港のことで、徳島小松島港は１９４８年に開港指定され、外国との貿
　易が始まりました。

平 成 30 年 10 月 15 日
四 国 地 方 整 備 局
小 松 島 港 湾 ・ 空 港 整 備 事 務 所

ちりめんを食べて、船に乗って港を探検しよう！！

～徳島小松島港開港70周年記念行事～

【問い合わせ先】　○：主な問い合わせ先
　　国土交通省　四国地方整備局　小松島港湾・空港整備事務所
　　ＴＥＬ：０８８５－３２－３３５７　　ＦＡＸ：０８８５－３５－００１０
　　　　　副　所　　長　　高尾　俊輝
　　　○　企画調整課長　　田村　晃一

　開催日時　平成３０年１０月２１日（日）
　　　　　　　受付開始時間（先着順）　９：４５～
　　　　　　　　・出航時間　１便　　１０：３０～
　　　　　　　　　　　　　　２便　　１１：１５～
　　　　　　　　・各便所要時間　約３０分
　　　　　　　　・見学ルート　別添２をご覧下さい。

　場　　所　　徳島県小松島市和田島町西浜手10-33　別添３をご覧下さい。
　
　注意事項　・ヒールの高い靴はご遠慮ください。乗船できない場合があります。
　　　　　　・当日の気象・海象状況等により中止する場合があります。
　　　　　　・中止の場合は、当日、受付会場にてお知らせする予定です。
　　　　　　・事前申し込み等不要です。当日、直接会場にお越し下さい。
　　　　　　・なお、先着順となりますので、定員になり次第締め切らせていただきます。

　取材申込　　取材を希望される方は別紙申込様式にて、ＦＡＸでお申込みください。
　　　　　　　なお、申込期限を１０月１９日（金）１２時迄とさせていただきます。

　会場では、小松島港湾・空港整備事務所の取り組みや、平成３０年７月豪雨災害対応の状況
などを紹介するパネル展も開催します。家族や友人との思い出づくりに、是非お越し下さい。

　港湾業務艇「ひのみね」の概要は、別添１をご覧下さい。

　小松島港湾・空港整備事務所が所有する港湾業務艇「ひのみね」（全長16.7㍍、総ト
ン数19㌧）に乗って、海から小松島の港や町並みが見学できる”みなと見学会”を「和
田島ちりめん市」と同時に開催します。
　美味しいちりめんを食べて、港を見学して、海を満喫しよう！！

記者発表：徳島県政記者クラブ



別紙

小松島港湾・空港整備事務所

　　　　　企画調整課　　宛 （FAX：0885-35-0010）

※中止時には記載のご連絡先に連絡致します。

１０月１９日（金）　１２時までにFAXで申込みください。
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取材者

乗船
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連絡事項
など

取材申込書

TEL： FAX：

「ひのみね」みなと見学会



港湾業務艇「ひのみね」

～「ひのみね」のお仕事～

小松島港湾・空港整備事務所の３代目の港湾業務艇。
海底の地形が一目でわかる探査装置が設置されています。

この装置により、災害時でもすぐに被災現場の海中の状況
を確認することができるため、緊急物資輸送の海上輸送支
援などにおいて活躍が期待されています。

日頃は、港湾工事のための測量を行ったり、海上の工事
現場への輸送などを行っています。

S H I P - D a t a

別添１

総トン数：19GT
最大航海速力：26.3ノット
最大搭載人員：20名
全長16.7m/型幅4.2m/型深さ2.0m/喫水：0.62m
建造：平成28年7月
船籍：小松島市
所属：国土交通省 四国地方整備局 小松島港湾・空港整備事務所
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会 場 案 内 図 別添３

和田島郵便局

和田島漁業協同組合
徳島県小松島市和田島町西浜手10-33
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